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1898年キリスト教が解禁されるまで､宣教師たちはオープンな宣教活動はできず､表向
きは医療 ･教育活動を中心とし､また翻訳出版の準備を進めていた｡解禁後も政府がキ
リスト教会に期待したのは宣教よりもやはり医療､教育､出版などの近代化の推進に役
立っ種類の活動であった｡だからこの時期のキリスト教出版の発展は ｢福音と文化｣
｢宣教と開化｣という対立する立場と目標の釣り合いの上で初めて可能であったのであ
る｡
(4)第四は韓国における出版販売システムの定立においてキリス ト教出版の果たした
先駆適役割りである｡古い出版の歴史を持ちながら王室による管刻を中心としたため民
間出版社の発展がおくれ､全国的な販売機公が成立していなかったいなかった19世紀後
半の韓国にキリスト教出版が開発した流通手段は､以後韓国の近代的出版機構の流通部
門に転化しうる､先駆的存在であった｡そうした原始的出版流通システムが日帝進出に
よりどのようにして発展の芽をつみとられるに至ったかは､さらに追及されるべき課題
である｡
